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2021年 11月 12日 

報道関係者各位 
慶應義塾大学 SFC研究所 

 
社会安全政策・警察学・ラボと湘南みらい都市研究機構が 

小中学生の安全なネット利用に関する保護者・指導者対象の 

参加型啓発プログラム(11/20)を開催 

―子どもたちのネット利用リスクと正しいネットリテラシー― 

 

１．趣旨 

幼い頃からスマートフォンやタブレット、パソコンに慣れ親しんで育った子どもたちは、大人顔負

けのスキルを駆使して日々SNS やオンラインゲームに触れていますが、ネット利用にはさまざまなリ

スクが伴います。今回開催する参加型啓発プログラムでは、事前に現在の情報モラル教育やインター

ネット利用環境について専門家から指導を受けた大学生が、小中学生と同様に日々ネット利用してい

る目線から、インターネットやスマートフォン利用のリスクや、正しいネットリテラシーを小中学生

の保護者や地域の指導者に伝え、地域の子どもたちの健全なネット利用の促進を目指します。 

 

２．実施概要 
■テーマ 

「インターネット～保護者が知るべき課題～」 

 

■日時・会場 

2021年 11月 20日（土） 14:00～15:30 （開場 13：30） 

〒252-0816 藤沢市遠藤 2984 番地の 3 

藤沢市遠藤市民センター 3階ホール 

 

■講師 

小笠原 和美 慶應義塾大学 総合政策学部教授/警察庁長官官房付 

    （慶應義塾大学 SFC研究所 社会安全政策・警察学・ラボ 代表） 

慶應義塾大学 サイバー防犯ボランティア研究会所属の大学生 

 

■参加条件 

神奈川県藤沢市遠藤地区に在住・在学・在勤の方 30名（先着順） 

保護者以外の参加も可能です。ただし高校生以下の方はご遠慮ください。 

 

 

慶應義塾大学 SFC 研究所 社会安全政策・警察学・ラボ（代表：小笠原和美 総合政策学部

教授）と湘南みらい都市研究機構（代表：玉村雅敏 総合政策学部教授）は、神奈川県藤沢市

遠藤地区の秋葉台サンシャイン（秋葉台中学校区三者連携会議）と共催で、「令和 3年度子ども

健全育成つどい」の活動の一環として、参加型啓発プログラムを開催いたします。 
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■申込方法 

参加希望者はメールにて藤沢市遠藤市民センター 秋葉台サンシャイン事務局宛にお申込みください。

  

藤沢市遠藤市民センター 秋葉台サンシャイン事務局 

E-mail: fj-endou-c@city.fujisawa.lg.jp 

 

 

※本プレスリリースは、新聞各社社会部等に配信しております。 

【本件についてのお問合せ先】 
藤沢市遠藤市民センター 秋葉台サンシャイン事務局 

E-mail: fj-endou-c@city.fujisawa.lg.jp 

T E L :0466-87-3009 

 

【配信元】 
慶應義塾大学 湘南藤沢事務室 学術研究支援担当 
E-mail: kri-pr@sfc.keio.ac.jp 

T E L : 0466-49-3436 

F A X : 0466-49-3594 

 


